
「精神看護学方法論Ⅱ」学習指導案 

                                                             広島県立広島皆実高等学校 

                                                                    （教諭・山崎 恭子）    

本学習指導案のポイント（高校教育指導課指導主事 宮本洋子） 

本学習指導案では、終末期の看護について、全人的苦痛についてアセスメントを行うことで課題を抽出し、倫理

観を踏まえての解決策を見出すために、主体的かつ共働的に取り組むことができるよう工夫された授業展開となっ

ています。 

終末期にある人との関わりを身近に体験したことのない生徒に対して、事例を用いることで実際の場面を想像し

て具体的に思考できるように工夫されています。また、グループワークなどの対話やワークシートを工夫すること

を通して学びを深めることができるよう工夫されています。 

１ 日時 令和６年８月 21日（水）６限 
２ 場所 広島県立広島皆実高等学校 専攻科２年生 HR教室 
３ 対象 専攻科２年生 38名 
４ 題材名 成人看護学方法論Ⅱ 「人生の最後のときを支える看護」 
５ 題材の目標 

人生最期のときにおける治療・看護について身体的・精神的・社会的側面から総合的に理解させ、患者とその
家族に対する援助に関する知識と技術を習得させるとともに、その看護を行うための基礎的な能力と態度を育て
る。 

６ 題材について 
（１）題材観 

終末期において、逃れられない死に直面した人々が死に至る過程は、その人や家族が何を大事にして生きて
きたか、個人の持つ価値観や人生観によっても異なるため、援助に当たってはその個別性を理解して臨む必要
がある。終末期の患者と家族の特徴を理解し、終末期における医療の現状踏まえ、死を受容していく過程を理
解し、全人的苦痛のアセスメントを行い、患者や家族に対して必要な援助を考えていくことができることをね
らいとしている。 

（２）生徒観 
生徒は５年一貫看護教育の５年目である。衛生看護科にて科目「基礎看護」及び「人体の構造と機能」、「疾 

病の成り立ちと回復の促進」、「健康支援と社会保障制度」を履修している。また、専攻科１年時の「老年看護
臨地実習」にて緩和ケア病棟で終末期看護について学んでおり、臨地実習にて看取りを経験した生徒もいる。
専攻科２年の現在は６領域の臨地実習の前半３領域を終えている。専攻科２年７月に実施した生徒へのアンケ
ート調査にて、これまでに身近に終末期にある人と関わった経験について「ない」と答えた生徒が 18人おり、
また、「ある」と答えた生徒もその対象者との関係性は別居で、病院や施設での看取りが主であった。終末期の
患者やその家族への援助で大切にしたいことは何かの問いには、「患者や家族の意思の尊重」や「患者の尊厳を
守る」や「患者が最後まで自分らしく過ごせること」という意見が多くあった。このことから、ほとんどの生
徒が実際に終末期にある人との関わりを身近に体験したことはないが、既習の科目「成人看護」や臨地実習の
体験を通して終末期における患者の尊厳の尊重や患者・家族の思いに寄り添う重要性は理解していることが伺
える。 

（３）指導観 
実際に終末期にある人との関わりを身近に体験したことはない生徒に、実際の場面を想像し具体的に思考す

るために事例を用いる。その人らしく最期まで生き抜くための援助がその人らしい最後に結び付くことを目指
して、全人的苦痛のアセスメントを行うことで課題を見出し、グループワークを通して緩和ケア、苦痛軽減へ
の援助、家族のケア（悲観、代理意思決定支援等）などの具体的な看護を考えさせたい。 

７ 題材の評価規準 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技術 知識・理解 

対象に合わせた看護と
は何かについて主体的に
学習に取り組むとともに
実践的な態度を身に付け
ている。 

対象に合わせた看護と
は何かについて理解を深
め、対象に合った看護を
適切に判断し、表現して
いる。 

対象に合わせた健康レ
ベルや障害について既習
の知識を活用して理解
し、関連する基礎的な技
術を身に付けている。 

対象に合わせた健康レ
ベルや障害を理解し、対
象に合わせた看護とは何
か理解している。 

８ 題材の指導計画（全２時間） 
時間 学習内容 評価 

関 思 技 知 評価規準 

1時間 
（本時） 

第9章 
Ａ 人生の最後のときに
おける医療の現状 

Ｂ 人生の最後のときを
過ごしている人の理解 

◎ ◎   ・対象に合わせた看護とは何かについて主体的に学習に取り組
むとともに実践的な態度を身に付けている。 

・対象に合わせた看護とは何かについて理解を深め、対象に合
った看護を適切に判断し、表現している。 

１時間 
 

Ｃ 人生の最後のときを
支える看護 

  ◎ ◎ ・対象に合わせた健康レベルや障害について既習の知識を活用
して理解し、関連する基礎的な技術を身に付けてる。 

・対象に合わせた健康レベルや障害を理解し、対象に合わせた
看護とは何か理解している。 

 



９ 本時の授業 
（１）本時の目標 

事例を通し、終末期の看護の対象について関心を持ち、倫理的な姿勢で患者の問題点を考え、他者に伝える
ことで多様な視点の考え方を共有し、学びを深めることができる。 

（２）観点別評価規準 
ア 関心・意欲・態度 イ思考・判断・表現 ウ 技術 エ 知識・理解 

自身の死生観を見つめるとと
もに、終末期の看護の対象につ
いて関心を持ち、倫理的課題に
ついて気が付き、多様な視点か
ら考察することができる。 

終末期の看護の対象に合わ
せた看護とは何かについて理
解を深め、対象に合った看護
を適切に判断し、表現してい
る。 

  

（３）準備物 
教科書：医学書院 成人看護学総論 成人看護学１、ホワイトボード２枚、ホワイトボードマーカー３本 

（４）ルーブリック 
【関心・意欲・態度】 

Ａ Ｂ Ｃ 
自身の死生観を見つめるとともに、

終末期の看護の対象について関心を持
ち、倫理的課題について気が付き、多
様な視点から考察することで具体的な
対応方法を表現することができる。 

自身の死生観を見つめるとと
もに、終末期の看護の対象につ
いて関心を持ち、倫理的課題に
ついて気が付き、多様な視点か
ら考察することができる。 

終末期の看護の対象について
関心を持ち、倫理的課題につい
て気が付き、多様な視点から考
察することができる。 

【思考・判断・表現】 
Ａ Ｂ Ｃ 

終末期の看護の対象に合わせた看
護とは何かについて理解を深めるた
め、対象やその家族への理解が適切
に行え、看護における課題が多角的
な視点から見いだせる。 

終末期の看護の対象に合わせた
看護とは何かについて理解を深め
るため、対象やその家族への理解
が適切に行え、看護における課題
が見いだせる。 

終末期の看護の対象に合わせ
た看護とは何かについて理解を
深めるため、対象やその家族へ
の理解が適切に行える。 

（５）学習の展開 
 学習活動 指導上の留意点 

🔶「努力を要する」状況と判断した生徒への指導の手立て 
評価規準 

（評価方法） 
導
入 
５
分 

１ 本時の目標を確
認する。 

本時の学習目標を伝える。 
事前学習の確認を行う。本時の学習目標に関連させた学習

活動の内容を伝える。 

 

展
開 
40
分 

２ 事例確認 
 
 
 
 
 
３ グループで問題
点を見いだす。 

 
 
 
 
 
４ 本時の振り返り 
・各グループで発表
し、他者と意見を
共有する。 

患者：Ｄさん 40歳代 男性 
診断名：すい臓がんステージⅣ 
８月にＤさんは最近食欲低下や体重減少があったため、近く
の消化器内科を受診した。念のためにと精査したら上記診断
がつき、余命半年から１年と宣告された。 
 
◇事例の理解度を把握し、不足している情報（死の受容過
程、死のプロセス、終末期医療の目的、終末期の自己決定
の概念や考え方）や、深く理解するために必要な知識や概
念を把握する。 

 
自分に不足するものがあれば、青でワークシートの追加記

入するよう伝える。 
 
(発問) 
Ｄさんが、自身の医療を自己決定するために看護師として

どう関わりますか。 

・自身の死生観
を見つめ、終末
期の看護の対象
について関心を
持ち、倫理的課
題について気が
付き、多様な視
点から考察する
ことができる。 

・その人らしい
最期に結びつく
援助を行うため
に必要な情報収
集を行い、具体
的な看護ケアを
表現することが
できる。 

ま
と
め 
5
分 

５ 本時のまとめ 
・各自ワークシート
に学びを記入す
る。 

・生徒２～３人発表
しまとめの共有を
する。 

◇本時の目標を再度確認させワークシートに記入する。 
終末期において、逃れられない死に直面した人々が死に至

る過程は、その人や家族が何を大事にして生きてきたか、個
人の持つ価値観や人生観によっても異なるため、援助に当た
ってはその個別性を理解して臨む必要がある。終末期の患者
と家族の特徴を理解する重要性や捉え方、それを踏まえた課
題を見つけることの必要性を説明する。次時へのつながり
（本日抽出した問題点からから看護を考えること）を伝え
る。 

 

 


